
疾病に罹患する前でも後でも，栄養状態を良
好に維持することの重要性は同様である．例え
ば増加する生活習慣病においては，予防におい
ても治療においても食事をはじめとする生活習
慣の是正は必須であり，高齢者において栄養状
態を良好に維持することは，さまざまな疾患の
罹患リスクを下げるだけではなく，疾患からの
回復を早める．さらに，栄養状態を維持するこ
とでさまざまな状況の患者（特に末期がん患者）
のQOLが維持される．逆に，臨床で栄養に配
慮がなされなければ，疾患のリスクは上昇し，
疾患からの回復は遅れ，QOL は低下する．こ
のようにきわめて単純なことであるのだが，栄
養療法は薬物療法に比べると，その重要性がわ
かりにくく，軽視され，誤解されがちである．
またさまざまな情報が氾濫しており，適応とな
らない病態であるのに患者さんが誤用している
ケースも経験する．
このような状況のなかで，われわれ臨床医は
多くの情報から患者さんの病態や環境に合った
ものを正しく選択し，提供していかなければな
らない．栄養について健康講座などで話す機会
もあるだろうし，診察室で患者さんから質問を
受けることもあるかもしれない．さらに，入院
治療では疾患の病態を考慮して必要な治療を選
択していく病態栄養の考え方が重要である．最

近では，チーム医療のなかで病態の理解を共有
して治療に当たるNST（栄養サポートチーム）
の重要性も広く受け入れられている．
今回，栄養関連のトピックスやキーワードに
ついて，「Ⅰ．栄養に関する新しい用語や新し
い考え方」「Ⅱ．さまざまな病態における栄養」
「Ⅲ．医療連携や療養，在宅医療での栄養」の
3つのカテゴリーに分けて，紙幅の都合上きわ
めて一部であるがエキスパートの先生方にわか
りやすく解説いただいた．座学ではなく，それ
ぞれの執筆者が今，目の前の患者の栄養を維持
改善しようとしている臨場感，さらに，古いも
のにとらわれず新しい技術や概念を応用し，効
果を実証し，患者のために臨床栄養学を発展さ
せようとしているのが伝わると思う．
本特集を通読していただくことで，外来，病
棟だけではなく，保健医療や社会福祉などさま
ざまな場面で，栄養に対する有効なアプローチ
を探ることが可能となるであろう．また，本特
集を読者の先生と一緒にチーム医療で栄養療法
にかかわる多職種の皆さんにも紹介いただき，
ともに知識を深めていただければ幸いである．
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